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No.10,145-157,2009.

平成20年度（2008）障害児教育実践センター事業報告

本センターは発達支援を必要とする子どもたち

への教育に関する基礎的研究、臨床的研究、そし

て教育方法の開発等を行うとともに教育相談や研

修活動を通じて地域社会に貢献することを目的と

している。平成19年４月より特別支援教育がスター

トし、試行錯誤の取り組みが学校現場において行

われている。特別支援教育に対する現場からの本

センターへの期待はますます大きくなることを見

据えて、平成18年10月より現場での取り組みをサ

ポートするとともに子どもたちへの支援を行いな

がら学生の実践教育を行うトータル的な実践活動

『実践トータル支援活動』をスタートさせた。本

年度10月で３年目に入り、他機関との連携も深め

ながら、地域貢献および学生教育の発展に努めて

いる。

本センターは本年度においても発達支援を必要

とする気がかりな子どもたちへの教育や関わりの

あり方を考える上での方法や資料の提供、実践事

例研究会、公開セミナー、研修会などを開催した。

また、教育事務所、教育委員会、学校、特別支援

学級などの教育機関、附属小・中学校への連携に

よる支援、大学障害児教育関連施設・センター連

絡協議会との共同研究を行った。

活動内容：トータル支援出前教室、事例研究会

による特別教育支援員実践力養成支

援

③機関名：読谷村教育委員会

活動名：特別支援教育支援員養成支援

活動内容：トータル支援教室における特別支援

教育支援員の実践力養成支援

④学校名：浦添市立沢岻小学校

活動名：トータル支援

活動内容：トータル支援教室における子どもた

ちへの支援

⑤学校名：沖縄市立中の町小学校情緒障害学級

活動名：トータル支援学級応用支援

活動内容：トータル支援教室をモデルにした特

別支援学級の実践応用研究支援

⑥学校名：附属小学校

活動名：特別支援教育校内委員会の実施

⑦学校名：附属中学校

活動名：気がかりな子どもへの実態調査、校

内研修の実施

⑧組織名：国立大学障害児教育関連施設・セン

ター連絡協議会

課題名：小学校教員養成プログラムにおける

特別支援教育スタンダードの開発

関係機関および附属小・中学校への連携支

援および共同研究 1．実践教育・臨床支援活動

以下の関係機関への支援、および連携による共

同研究、共同支援を行った。教育事務所、教育委

員会、学校、特別支援学級などそれぞれの関係機

関の規模、形態、ニーズに合わせた連携の在り方

を模索した。

①機関名：八重山教育事務所

活動名：島喚地域出張教育相談支援

活動内容：発達相談、教育心理相談、学校訪問

相談

②機関名：八重山教育事務所

活動名：トータル支援教室の出前支援

中核の活動である『トータル支援教室」では、

大学教員、学生、院生、現職教員等が参加して発

達障害のある子どもたちや気がかりな子どもたち

の参加による実践教育支援、及び実践研究を目的

として定期に集団支援、個別支援、連携支援、子

育て支援を行った。特に本年度は教育委員会との

連携による特別支援教育支援員の養成の取り組み

および近接専門領域の学生参加による活動を行っ

た。この『トータル支援活動』は地域支援を行う

とともに学生、院生、現職教員にとっては特別支

援教育のための実践トレーニングが可能となる活

－１４５－
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動である。障害児教育実践センターは発達支援に

おける地域貢献及び特別支援教育に貢献する教員

を育てることを大切な課題として位置づけ、実践

教育・臨床支援活動に取り組んでいる。

に大学と小学校が連携することにより特別支援教

育の支援体制のより良い方向性を求める活動であ

る。昨年度は、沢岻小学校との連携により個別支

援担当スタッフとの事例研究会も行われた。子ど

もたちに対して細やかな支援が必要になるにつれ

て地域の支援機関とのネットワークの輪を広げて

いくことが課題となっていた。そこで、本年度は

引き続き、浦添市立沢岻小学校の子どもたちに参

加してもらうとともに、医療法人おもと会の言語

聴覚士養成専門学校の学生も加わり、多面的な視

点をもったメンバーが取り組みに参加することに

なった。また、本年度は、沖縄市立中の町小学校

の`情緒障害学級でトータル支援教室で行った取り

組みを行うことにより、現場に還元していくこと

にも取り組んだ。

また、このトータル支援教室は、学生、院生、

現職教員にとっては特別支援教育のための実践ト

レーニングが可能となる活動である。従って、セ

ンターの活動へ参加することによりひとりひとり

の子どもたちと関わる視点を学んでもらい、その

成果を、現場の特別支援教育へ還元することを目

的としている。本年度は、読谷村教育委員会の支

援員が実践力を養成する目的で活動に参加し、セ

ンター主催の特別支援セミナーにおいて、その実

践の成果を報告した。

（１）個別実践教育・臨床活動

本センターでは、個別臨床活動支援として母親

面接、教員面接、子どもへの実践教育臨床支援を

行っている。その支援内容は発達支援、教育学習

支援、適応支援、子育て支援の４つ柱を中心とし

ている。８月23日の特別支援セミナーにおいて試

行したアンケート結果において当センターに対す

る期待の大きさが伺われた。学校現場では支援体

制が整ってきたが、その支援が機能するかどうか

が今後の特別支援教育の課題である。相談機関と

して地域貢献の必要｣性を訴える要望と同時に、学

校内部の取り組みを機能させるための支援につい

ての期待があがった。学校現場は専門性の高い信

頼できる相談機関を求めており特別支援教育のス

タートによる子どもたちの発達支援や学校現場の

戸惑いへの支援が課題となっている。本センター

は新しい施設が本年度中には完成し、来年度から

使用が可能となる予定であり、より一層の地域貢

献を目指している。

（２）集団実践教育・臨床活動

昨年度は研究指定校の浦添市立沢岻小学校に在

籍する子どもたちを中心に集団適応を困難とする

子どもたちに『トータル支援教室』に参加しても

らった。この活動は子どもたちを支援するととも

（３）実践教育・臨床支援ケースの概要

平成20年１月から平成20年12月までの１年間の

月別セッション数を表１に示した。来所相談、訪

問相談を合わせて、セッション数は総計4冊セツ

表１臨床活動セッション数

丁月T2-月T5-月T工同T5-月T5-月T７－月T5~可T月TTU戸TIT戸TI百戸T吝許］

－１４６－

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 11月 12月 合計

親面接（カウンセリング含む）セツ
ション数

４ ２ ６ ５ ９ ６ ５ ４ ５ 1６ 1６ ４ 8２

教員面接（スーパーヴィジョン含む）
セッション数

1５ 1７ 1３ 1４ 1８ 1４ 1５ 1４ 1５ 1９ 1９ 1６ 189

子どもへの発達・教育学習・適応支

援（心理療法含む）セッション数
２ ３ ４ ２ ３ ２ ３ ０ ４ ４ １ ０ 2８

実践トータル支援プログラム（個別
支援）セッション数

2２ 1０ ０ １０ 2０ 2０ 1８ ０ ９ 1７ 1７ ８ 151

実践トータル支援プログラム（集団
適応支援）セッション数

２ １ ０ １ ２ ２ ２ ０ １ ２ ２ １ 1６

セッション総数 4５ 3３ 2３ 3２ 5２ 4４ 4３ 1８ 3４ 5８ 5５ 2９ 466
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ションになった。昨年度は541セッションであっ

たので、７５セッション減少した｡保護者の面接が

70セッションの減少、実践トータル支援プログラ

ムが47セッションの減少となったことが総セッショ

ン数の減少の要因である。しかし今年度は教員面

接が昨年度に比べ60セッション増加した。積極的

に学校や保育園へ出向き、教員への面接依頼を受

けて地域の学校に重点を置いた支援を行ったこと

が要因である。学校において特別支援教育への取

り組みが見られるようになり、学校のなかの子ど

もたちへの具体的な支援の在り方についての相談

依頼が増えたことが教員面接が増えたひとつの要

因である。来年度はセンターの相談室、プレイルー

ムを改装、整備し、さらに地域に貢献していく方

針である。

学周辺の市町村からの相談（約466％）を多く受

けた。また、継続支援を行ってきた八重山地区で

は、地区一人の臨床心理士の本土への転勤、特別

支援教育の中心となる先生の本島への異動が重な

り、専門的立場で支援を行う人材が不足した。発

達障害のある子どもの保護者の不安は高くなり、

地元の新聞（八重山毎日新聞１月19日）にも大学

の支援の必要性についての記事が取り上げられた。

今年は、県外から発達支援の第一人者の山上雅子

(旧京都女子大学教授）氏に協力をお願いし石垣

巡回相談を行ったため、八重山教育事務所を通し

た相談（466％）を多く受け、重点的な支援を行

うことができた。那覇市教育委員会からの支援依

頼が増えたがセンターの移転により相談を受ける

ことを控えた。現在、１０事例は定期継続支援を行っ

ている。

（４）実践教育・臨床支援ケースの診断別内訳

表２には診断別内訳を示した。相談ケースで最

も多い障害がアスペルガー障害であり、約24.7％

を占めて他障害より若干多い。注意欠陥多動性障

害（ＡＤＨＤ)、精神遅滞（知的障害)、広汎'性発

達障害（自閉症)、学習障害はほぼ同数の相談を

受けた。

表３相談ケースの地域別内訳

事例数

２０

表２臨床活動診断別内訳

事例数

１８

1３ ２１

1３

７３

２．社会教育活動

平成18年10月より支援を必要とする子どもたち

と特別支援教育について学ぶ意欲のある学生、院

生、現職教員、さらに子どもたちの通う学校がと

もに関わりをもつ実践トータル支援教室をスター

トさせた。専門機関としての大学の障害児教育実

践センターと公立の小学校とが連携して子どもた

ちを支援することがこの活動のねらいのひとつで

ある。

（５）実践教育・臨床支援ケースの地域別支援内

訳

相談ケースの地域別内訳を以下の表３に示した。

昨年と同様に宜野湾市、那覇市、浦添市などの大

－１４７－

相談ケースの地域別内訳 事例数

宜野湾市 2０

那覇市 ８

浦添市 ６

沖縄市 ２

中城村 １

豊見城市 １

与那原町 １

石垣市 2１

与那国町 1３

総計 7３

診断名 事例数

アスペルガー障害（高機能自閉症） 1８

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） １３

精神遅滞（知的障害） 1２

広汎性発達障害（自閉症） 1１

学習障害（LD） 1０

,情緒障害（虐待、鍼黙、不登校含む） ６

聴覚障害 １

ダウン症候群 １

境界知能 １

計 7３
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(1)実践トータル支援教室

保護者や学校から軽度発達障害児における特別

な支援を必要とする子どもたちの実践支援の要望

を受けて、実践トータル支援活動をスタートさせ

た。以下のような目的で活動している。

①支援を必要とする子どもたちやその保護者へ

の支援

②支援活動を通して子どもたちやその保護者へ

の特別支援教育について学ぶ学生や現職教員

への実践教育支援

③学校との連携支援

④支援活動を通して子どもたちについての理解

の方法、支援の方法など、実践に役立つ支援

に関する研究

支援活動は、学部学生、大学院生、保育士、小

学校、中学校、特別支援学級、特別支援学校の現

職教員の参加により子どもたちへの支援として個

別支援活動と集団支援活動、保護者の支援を行っ

ている。以下のような支援課題と目的で活動をし

ている。

１）個別支援活動

発達支援においては関係性に基づいた「生きる

力を引き出す」ことを目的とし、教育学習支援に

おいては発達の視点に基づいた「生きる力を育て

る」ことを目的としている。

２）集団支援活動

適応支援においては'情緒の豊かさとメンタルケ

アに基づいた「生きる力を支え活かす」ことを目

的としている。

３）子育て支援活動

子育て支援においては子どもをもつ親の気持ち

を支え、子どもたちの「生きる力を大切にする」

子育て支援を目的にしている。

水曜日、月２回のペースで琉球大学50周年記念

館を会場として以下のような多くの参加者により

支援活動を行った。ここでは2008年１月から12月

までの第28回から第42回までの活動を示す。また、

その活動の内容を表４に、支援活動参加者数を表

５に示す。

表４集団支援活動の内容個而片片」Ｌ川而而岸牒牒」ＬＬⅢ庄川

148

回 活動日 活動内容

2８ 2008年１月16日 ･お正月クイズ＆カルタ

2９ 2008年１月30日 ･ダンボールキャタピラ

3０ 2008年２月６日 ･だるまさんが転んだ＆玉入れ

3１ 2008年４月23日 ･チーム名を決めよう＆はないちもんめ

3２ 2008年５月14日 ･新聞紙に何人乗れるかな？・新聞レスキュー列車

3３ 2008年５月28日 ･ツユコレ世界に－つだけの傘＆カッパ

3４ 2008年６月１１日 ．読み間かせ絵本～つるちゃん～

3５ 2008年６月25日 ● うちわパタパタぷわミントン

3６ 2008年７月９日 ．遊べるおりがみ

3７ 2008年７月23日 ･ミッションインオキナワ

3８ 2008年９月１０日 。みんなでｴイサー

3９ 2008年１０月22日 ・コラー

4０ 2008年11月12日 ･紙でバーン、ボールでドーン

4１ 2008年11月26日 ● さわりごこちがかわったよ

4２ 2008年12月１０日 ･やってきたふうせんポワポワクリスマス
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表５支援活動参加者数

第28回

１月。目

第29口

１月３０

第3０

２月６日

第３１回

■
」＝■

第３２回

＝」目

第33口

５月２８日

第3４

６月１１日

第35回

６月２５日

第3６

７月９日

第37回

７月２３日

第38回

９月１０日

第39□

０＝二

第4０

１１月１２日

第41回

１１月２６日

第4２

１２月１０

（２）公開セミナーと実践トータル支援プログラ

ムの研究成果報告

地域社会への貢献を目的に公開セミナーおよび

センター活動の実践研究成果の報告を行った。セ

ミナーは国立大学障害児教育関連施設・センター

連絡協議会が後援となった。神野秀雄（愛知教育

大学）氏、石川雅健（愛知学院大学教授）氏をお

招きすることができた。基調講演を神野秀雄（愛

知教育大学）氏から、研究成果の報告へのコメン

トは、神野秀雄（愛知教育大学教授）氏、石川雅

健（愛知学院大学教授）氏、両先生から頂くこと

ができ、参加者、学生、支援員にも実りのあるセ

ミナーとなった。

特別支援の実践研究報告は集団支援、個別支援、

連携支援の各支援部門の担当者からの報告を行っ

た。学校および教育関係機関を含めた各領域の専

門機関からの参加者に実践から学ぶ教育の機会を

提供することができた。本センターにおいてもア

ンケートによる地域のニーズの収集や活動への関

心の度合いを確認することができた。現職教員、

保育士、保護者のみならず、市町村教育委員会か

ら多くの特別支援教育に熱心な関係者の参加を得

ることができ、センターの取り組みへの関心の高

さを感じた。また、教育の領域を超えて医療や福

祉の多くの専門家の参加が見られたことは今後の

センターを拠点としたネットワーク作りの発展の

可能性を感じさせるセミナーとなった。この公開

セミナーは新聞報道（沖縄タイムス社８月28日に

掲載）にも取り上げられ、多くの反響を得た。

公開特別支援セミナー後援国立大学障害児

教育関連施設・センター連絡協議会『支援を必要

とする子どもたちの理解と実践トータル支援活動』

・実践トータル支援活動の研究報告

－１４９－

子ども 親

学部学生

．特別専

攻科

他学部

学生
院生

特別支

援教育

支援員

近接領

域他大

学学生

現職

教員

近接領

域の専

門家

センター

スタッ

フ

合計

第28回

１月１６日
1２ 1１ ９ ２ ４ ０ ０ ８ ０ １ 4７

第29回

１月30日
1０ 1０ ９ ２ ４ ０ 0 ９ ０ １ 4５

第30回

２月６日
1０ 1０ ９ ２ ４ ０ 0 ８ 0 １ 4４

第31回

４月２３日
1０ ９ 1７ ０ 1１ 1１ 1４ ８ ４ １ 8５

第32回

５月14日
1０ 1０ 1３ １ 11 ６ ９ ８ ３ １ 7２

第33回

５月28日
1０ 1０ 1２ 1 1１ ６ ８ ８ ２ １ 6９

第34回

６月１１日
1０ 1０ 1３ １ 1１ ６ ７ 1０ ３ １ 7２

第35回

６月２５日
９ ９ 1３ ０ 1０ ６ ７ ９ ２ １ 6６

第36回

７月９日
９ ９ 1３ １ 1１ ６ ４ ９ ２ １ 6５

第37回

７月２３日
９ ９ 1２ ０ 1０ ７ ３ ９ １ １ 6１

第38回

９月１０日
９ ９ 1３ ０ 1１ ７ ３ １０ １ １ 6４

第39回

10月２２日
８ ８ 1３ ６ ８ ０ ３ ７ ０ １ 5４

第40回

11月１２日
８ ８ 1２ ６ ７ ０ ４ ９ ０ １ 5５

第41回

11月２６日
９ ９ 1３ ６ ８ ０ ５ ９ ０ ２ 6１

第42回

12月１０日
６ ６ 1６ ５ ６ ０ ５ ９ ０ １ 5４



琉球大学教育学部：障害児教育実践センター紀要第10号

司会：浦崎武：障害児教育実践センター専任

コメント：神野秀雄、石川雅健

個別支援実践報告１

研究報告者：津波佳和：沖縄県立鏡が丘養護学校

琉球大学教育学研究科大学院

実践報告２

研究報告者：新垣佳代子：南城市立大里南小学校

琉球大学教育学研究科大学院

集団支援実践報告

研究報告者：武田喜乃恵：琉球大学教育学研究科

大学院、瀬底正栄：那覇市立松島小学校、琉球大

学教育学研究科大学院

連携支援実践報告

研究報告者：宜保健：読谷村教育委員会、読谷村

教育委員会特別支援教育支援員

・講演

講師と演題：

神野秀雄（愛知教育大学）

『支援を必要とする子どもたちへの寄り添いによ

る発達支援』

日時：８月22日土曜日１３時～18時

会場：琉球大学法文学部新講義棟215教室

参加者：約130人

31日に行った。第２回は３月５日、６日

に行った。

①相談活動

相談会１０月３１日

会場：八重山教育事務所

相談者：８人

１１月１日

会場：八重山教育事務所

相談者：１３人

②教育研修会

実践事例研究会１０月31日

会場：八重山教育事務所

参加者：２１人

実践事例研究会３月５日（2009）

会場：八重山教育事務所

③学校訪問

学校訪問１０月３１日

④トータル支援教室

出前支援３月６日（2009）

会場：八重山教育事務所

(2009）

２）与那国町

①相談活動

相談会２月19日（2008）

会場：与那国町中央公民館

②教育研修会

講演会２月20日（2008）

会場：与那国町中央公民館

③学校訪問

学校訪問２月19日（2008）

訪問校：与那国中学校、久部

比川小学校、久部良

（３）離島支援活動

地元の新聞報道（八重山毎日新聞2008年１月１９

日に掲載）において、障害児教育実践センターの

八重山の周辺離島への継続的な支援の必要性が取

り上げられたこともあり、相談支援、学校訪問に

加え、大学において定例で行っている事例研究会

を出張して行う新たな取り組みを行った。第１回

は外部相談員として山上雅子（元京都女子大学、

心理相談室ハタオリドリ）氏の協力を得て、専任

教員浦崎武、事例提供者として大学院生の武田喜

乃恵で参加した。出張支援で行った事例研究会は、

ひとりの子どもについての実態および支援方法を

時間をかけて話し合い、考えることを目的として

おり、障害児教育実践センターで定期開催してい

る事例を検討するスタイルを八重山に導入し、還

元することをねらいとしている。

１）石垣市

第１回は石垣市で教育相談会を10月31日、１１月

１日に開いた。実践事例研究会、学校訪問を10月

、久部良中学校、

久部良小学校

(4)学校、保育園訪問支援活動

本年は那覇市、宜野湾市を中心に学校、本年は那覇市、宜野湾市を中心に学校、保育園

の訪問支援を行った。保育園を含め９学校・園に

訪問し相談を受けた。そのうち５園は定期継続の

訪問支援となった。

（５）他機関および附属小・中学校との連携支援

①島喚地域出張教育相談支援八重山教育事務

所との連携支援

教育相談会、学校訪問、実践事例研究会、トー

－１５０－
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タル支援教室の出前

②特別支援教育支援員養成支援読谷村教育委

員会との連携支援

トータル支援教室における特別支援教育支援

員の実践力養成支援

③トータル支援浦添市立沢岻小学校との連携

支援

トータル支援教室における子どもたちへの支

援

④トータル支援学級応用支援沖縄市中の町小

学校'情緒障害特別支援学級との連携支援

トータル支援教室における取り組み（企画）

を特別支援学級への授業応用実践研究

⑤連携支援附属小学校との連携支援校内委

員会の実施、子どもの適応支援

．特別支援教育校内委員会の実施

日時：４月10日、１６時00分

参加者：５名（副校長、担任、養護教諭、関連

の教員）

・発達が気になる子どもの適応支援、トータル

支援教室への参加

⑥連携支援附属中学校との連携支援実態調

査および校内研修の実施

・気がかりな子どもたちに関する実態調査

・現職教育研修会（特別支援教育について）の

実施

日時：７月10日、16時１０分

論」を受講すると担当する子どもの個別支援の実

践力を養うことができ、さらに「特別支援教育特

論Ｂ」を受講する院生は個別支援における関わり

を整理し分析する能力を養う。当センターは子ど

もたちへの支援活動を通して実践力を備えて教育

現場で活躍できる学生を育てる教育を行っている。

（２）実践事例研究会

実践事例研究会において、院生が行った実践事

例の報告を行い、特別支援学校教員、小学校教員、

中学校教員、保育士、臨床心理士、医師、言語聴

覚士、大学教員、院生、特別支援教育支援員など

の参加によりコメントをもらった。

ｌ）実践事例検討会による院生への実践教育

第13回は障害児教育実践センターの専任教員が

実践事例を報告した。第14回、第16回、第18回、

第20回、第21回は大学院生が実践事例を報告し、

参加者と事例について議論を行い、多面的な意見

をもらった。

・第13回実践事例研究会

発表者：琉球大学専任教員

タイトル：『高機能広汎'性発達障害をもつ生徒

に対する校内特別支援活動の事例』

日時：１月23日、１８時30分

・第１４回実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院１年生

タイトル：『Ｋ君とのプレイルームでのかかわ

りについて』

日時：２月27日１８時30分

・第16回実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院２年生

（那覇市立松島小学校教員）

タイトル：『知的障害のある児童に対する校内

特別支援教育の事例」

日時：４月16日、１８時30分

・第18回実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院１年生

（南城市立大里南小学校教員）

タイトル：『時計に興味があるＡ君一時計を書

くことから時計を作ることへ』

日時：６月18日１８時30分

．第２0回（第３回特例）実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院１年生

3．学生、院生教育活動

（１）実践トータル支援活動

軽度発達障害をもつ子どもたちや気がかりな子

どもたちとの活動を通して子どもたちとの関わり

方や支援のあり方を学び、特別支援教育に貢献で

きる学生を育成することを目的として実践教育を

行っている。実践トータル支援活動のなかで「障

害児心理検査法」を受講している学生は心理検査

法および子どもたちとの関わりから実態をつかみ

アセスメントができる実践力を学んでいる。「障

害児臨床心理学」を受講している学生は集団支援

に参加し、グループで集団支援活動を企画し、集

団支援の実践および集団のなかで個と関わる能力

を養う。院生においては「軽度発達障害者支援特

－１５１－
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(3)センター専任教員の授業担当

センター専任教員は、障害児教育専攻の授業を

担当している。平成20年度は障害児教育専攻の以

下の授業を担当した。

３年「障害児心理検査法」

３年「障害児臨床心理学」

特別専攻科「軽度発達障害児の臨床心理」

大学院「特別支援教育特論Ｂ」

大学院「障害児臨床心理学特論」

大学院「軽度発達障害者支援特論」

大学院「障害児教育の実践研究Ｖ」

コメント：神野秀雄（愛知教育大学教授)、

石川雅健（愛知学院大学教授）

タイトル：『Ｔ君とのプレイルームでの関わり』

日時：８月22日

･第２1回実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院２年生

（那覇市立松島小学校教員）

タイトル：『小学校における特別支援教育の構

築一教師の「とまどい」となじむ

過程を通して』

日時：１０月15日

（４）センター専任教員の卒業論文、修士論文の

指導

１）卒業論文について

平成20年度においては、２名の障害児教育専修

の学生の卒論指導を行った。２名はセンターの集

団臨床活動にも参加している。また、卒業論文の

作成に向けて、浦添市立沢岻小学校、沖縄市立中

の町小学校情緒障害学級に支援員として実践を行

いながら実践研究を行った。この２名の卒業論文

のタイトルは以下のようになっている。

・描画へ没頭する自閉性障害児への支援

．'情緒面のコントロールが苦手な児童に対する支

援について

２）修士論文について

修士論文に関しては、２名の大学院２年生（障

害児教育専修）および１名の大学院１年生（障害

児教育専修）の指導を行った。大学院生３名はセ

ンターの個別支援活動および集団支援活動にも参

加している。大学院２年生の論文の題目は以下の

ようになっている。

・小学校における特別支援教育システムの構築一

支援に対する教師のとまどいに焦点をあてて－

・思春期の発達障害児に対する関係形成による発

達支援一事例の変容過程に焦点を当てて－

３）紀要について

２名の大学院２年生が、以下の紀要をまとめた。

.2009年３月（瀬底正栄，浦崎武）小学校におけ

る特別支援教育の構築一支援に対する教師の

「とまどい」から－琉球大学教育学部障害児

教育実践センター紀要第10号

・2009年３月（武田喜乃恵，浦崎武）思春期の発

２）公開特別支援セミナー、出張沖縄・京都合同

発達研究会による院生への実践教育

特別支援の実践研究報告は集団支援、個別支援、

連携支援の各支援部門の担当者からの報告を行っ

た。多面的な意見をもらった。スーパーヴァイズ

を受けた。

１．「臨床活動・個別支援」研究報告

発表者：武田喜乃恵（琉球大学大学院）

Ａタイトル：『小学男子児童に対する支援

研究報告』

２．「トータル支援・個別支援」研究報告

発表者：津波佳和（沖縄県立鏡が丘養護学校

教諭・琉球大学大学院）グループ

：城間園子（沖縄県立島尻養護学

校教諭・琉球大学大学院）

Ｂタイトル：『中学男子生徒に対する支援

研究報告』

発表者：新垣香代子（南城市立大里南小学校教

諭・琉球大学大学院）グループ

Ｃタイトル：『小学男子児童に対する関わりの実

際』

３．「トータル支援・集団支援」研究報告

発表者：武田喜乃恵（琉球大学大学院）

グループ

瀬底正栄（那覇市立松島小学校教諭・

琉球大学大学院）

Ｄタイトル：『世界にひとつだけの傘とカッパづ

くりを通して』

Ｅタイトル：『大学との連携による沖縄市立中の町

小学校情緒障害学級の取り組み』

－１５２－
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達障害児に対する関係形成による発達支援一事

例の変容過程に焦点を当てて－琉球大学教育

学部障害児教育実践センター紀要第10号

発表者：高橋菜穂子（京都大学大学院）

タイトル：『重度の知的障害をもつ自閉症

の女の子の児童養護施設入所

後の変化』

沖縄発達研究会メンバーによるトータル支援活

動報告会

日時：１１月22日

１．「臨床活動・個別支援」研究報告

発表者：武田喜乃恵（琉球大学大学院）

Ａタイトル：『小学男子児童に対する支援

研究報告』

２．「トータル支援・個別支援」研究報告

発表者：津波佳和（沖縄県立鏡が丘養

護学校教諭・琉球大学大学院）

グループ：

城間園子（沖縄県立島尻養護

学校教諭・琉球大学大学院）

Ｂタイトル：『中学男子生徒に対する支援

研究報告』

発表者：新垣香代子（南城市立大里南小

学校教諭・琉球大学大学院）グ

ループ

Ｃタイトル：『小学男子児童に対する関わり

の実際』

３．「トータル支援・集団支援」研究報告

発表者：武田喜乃恵（琉球大学大学院）

グループ：

瀬底正栄（那覇市立松島小学

校教諭・琉球大学大学院）

崎漬朋子（沖縄市立中の町小

学校教諭）

Ｄタイトル：『世界にひとつだけの傘とカッ

パづくりを通して』

Ｅタイトル：『大学との連携による沖縄市立

中の町小学校情緒障害児学級

の取り組み』

４．「トータル支援・連携支援」研究報告

Ｆ大学との連携による支援員の実践力養成に

対する教育行政の取り組み

宜保健（読谷村教育委員会）

読谷村教育委員会特別支援教育支援員

･第１3回実践事例研究会

発表者：琉球大学教員

４．研究教育活動

(1)実践事例研究会

一昨年10月から月１回定期、水曜日に琉球大学

50周年記念館で院生、現職教員、コーディネーター、

特別支援教育関係者および関連領域専門家が参加

して実践研究を行っている。この実践事例研究会

は対外的には沖縄発達研究会と呼び、長年の子ど

もの発達研究の成果が蓄積された京都発達研究会

のスーパーヴァイズ等の協力を得ている。第４回

は特例会として麻生武（奈良女子大学）氏、山上

雅子（元京都女子大学、心理相談室ハタオリドリ）

氏がコメンターとして参加された。また、第11回

には浜田寿美男（奈良女子大学）氏、麻生武氏、

山上雅子氏の参加により京都の発達研究会との共

同研究会が開かれた。

本年度も第20回では神野秀雄（愛知教育大学）

氏、第22回では京都発達研究会から山上雅子氏を

お招きして開催された。また、第24回の特例事例

研究会では、障害児教育実践センターの研究会メ

ンバーが奈良女子大学に出張して第２回沖縄・京

都発達研究会合同研究会が開かれた。関西地区以

外にも東北地区、関東地区、中部地区からも参加

者が来られた゜

第９回の成人男｣性の過去の報告では、新聞記者

が事例研究会の開催の意義を評価し、実践事例研

究会に参加し記事を書かれるなど今後のより一層

の発展が期待されている。

本年度の第24回（第５回特例）実践事例研究会

(第２回沖縄・京都発達合同研究会)、および１月

から12月までの事例の発表者、タイトル、参加者

は以下のようになっている。

．第２回沖縄・京都発達研究会合同研究会：第２４

回（第５回特例）実践事例研究会

京都発達研究会からの事例報告による研究会

日時：１１月21日

場所：奈良女子大学

Ｌ児童養護施設における事例報告

－１５３－



琉球大学教育学部：障害児教育実践センター紀要第10号

語聴覚士、臨床心理士、大学教員、

学部生、院生など）

･第１8回実践事例研究会

発表者：南城市立大里南小学校教員

タイトル：『時計に興味があるＡ君一時計を書

くことから時計を作ることへ』

日時：６月１８日１８時30分

参加者：１８名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、臨床心

理士、大学教員、大学院生など）

･第１9回実践事例研究会

発表者：沖縄市立泡瀬小学校教員

タイトル：『言葉に遅れのある三角頭蓋術後ま

もない1年生児童の少人数指導』

日時：７月16日

参加者：１７名（特別支援学校教員、小学校教

員、附属中学校教員、保育士、医

師、大学教員、院生など）

･第２0回（第３回特例）実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院生

コメント：神野秀雄（愛知教育大学教授)、

石川雅健（愛知学院大学教授）

タイトル：『Ｔ君とのプレイルームでの関わり』

日時：８月22日

参加者：１６名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、大学教

員、院生など）

･第２1回実践事例研究会

発表者：那覇市立松島小学校教員

タイトル：『小学校における特別支援教育の構

築一教師の「とまどい」となじむ

過程を通して』

日時：10月15日

参加者：１６名（特別支援学校教員、小学校教

員、医師、保育士、幼稚園支援員、

大学教員、院生など）

．第２2回（第４回特例）実践事例研究会

発表者：県立島尻養護学校教員、浦添市立

中西中学校教員

コメント：山上雅子（元京都女子大学教授、心

理相談室ハタオリドリ）

タイトル：『Ｔ君とのプレイルームでの関わり」

日時：１１月２日

タイトル：『高機能広汎性発達障害をもつ生徒

に対する校内特別支援活動の事例』

日時：１月23日、１８時30分

参加者：14名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、医師、

大学教員、臨床心理士、県立総合

教育センター指導主事、読谷村教

育行政員、学生、院生など）

･第１4回実践事例研究会

発表者：琉球大学大学院生

タイトル：『Ｔ君とのプレイルームでのかかわ

りについて』

日時：２月27日18時30分

参加者：１８名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、医師、

大学教員、特別支援教育支援員、

学生、院生など）

･第１5回実践事例研究会

発表者：ゆうわ保育園保育士

タイトル：『アスペルガー障害児への保育園に

おける支援』

日時：３月25日１８時30分

参加者：２６名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、言語聴

覚士、医師、大学教員、学生、院

生など）

･第１6回実践事例研究会

発表者：那覇市立松島小学校教員

タイトル：『知的障害のある児童に対する校内

特別支援教育の事例』

日時：４月16日、１８時30分

参加者：１８名（特別支援学校教員、小学校教

員、保育士、臨床心理士、言語聴

覚士、大学教員、医師、学生、院

生など）

・第17回実践事例研究会

発表者：沖縄市立中の町小学校教員

タイトル：『お絵かきに没頭し人とのかかわり

の薄いＡ児』

日時：５月21日、18時30分

参加者：３０名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、附属中学校教員、

保育士、特別支援教育支援員、言
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参加者：１４名（特別支援学校教員、小学校教

員、中学校教員、保育士、大学教

員、院生など）

･第２3回実践事例研究会

発表者：琉球大学附属中学校教員

タイトル：『琉球大学附属中学校の現状」

日時：11月19日

参加者：１２名（特別支援学校教員、中学校教

員、保育士、大学教員、院生

など）

･第２回沖縄・京都発達研究会合同研究会（場

所：奈良女子大学）

第24回（第５回特例）実践事例研究会発表者

初日発表者：京都大学大学院生

タイトル：『重度の知的障害のある自

閉症の女の子の児童養護施

設入所後の変化』

日時：１１月21日

参加者：６０名（特別支援学校教員、

小学校教員、中学校教員、

保育士、臨床心理士、発達

臨床心理士、言語聴覚士、

福祉関連職員、大学教員、

院生、特別支援教育支援員

など）

発表者：京都大学大学院生

２日目発表者：琉球大学大学院生

タイトル：『小学男子児童に対する支援』

日時：11月22日

参加者：４０名（特別支援学校教員、

小学校教員、中学校教員、

保育士、臨床心理士、発達

臨床心理士、言語聴覚士、

福祉関連職員、大学教員、

院生、特別支援教育支援員

など）

･第２5回実践事例研究会

発表者：沖縄市立泡瀬小学校教員

タイトル：『言葉に遅れがある三角頭蓋術後１

年児童の少人数指導とかかわり』

日時：１２月１７日

参加者：１２名（特別支援学校教員、小学校教

員、大学教員、院生など）

(2)実践研究公開報告

８月23日のセミナーにおいて実践トータル支援

活動の成果について実践事例研究の報告を行った。

実践トータル支援アプローチについて神野秀雄

(愛知教育大学）氏、石川雅健（愛知学院大学）

氏から貴重なコメントを頂いた。

(3)国立大学障害児教育関連施設・センター共同

研究

国立大学障害児教育関連施設・センター連絡協

議会の会員が連携研究者となり共同研究を行って

いる。平成20年度科学研究費補助金（基盤研究B、

課題番号20330194)、研究課題は『小学校教員

養成プログラムにおける特別支援教育スタンダー

ドの開発』である。７月12日～13日において、連

携研究者第１回合同研修会および合同会議が開か

れ、センター専任教員が出席した。

(4)実践研究論文の作成

８月４日に実践研究公開の発表を行った事例を

中心に実践トータル支援活動の実践の成果、実践

事例研究会の検討事例に関する実践研究の成果を

以下の論文にまとめた。

・2009年３月（浦崎武）広汎』性発達障害児との共

同`性に基づく創作活動を通した重要な他者との

関係形成による発達支援琉球大学教育学部障

害児教育実践センター紀要第10号

・2009年３月（浦崎武，武田喜乃恵，崎濱朋子、

瀬底正栄）発達支援が必要な子どもたちへの他

者との関係‘性に焦点を当てた集団支援活動`ツ

ユコレ'琉球大学教育学部障害児教育実践セン

ター紀要第10号

・2009年３月（武田喜乃恵，浦崎武）思春期の発

達障害児に対する関係形成による発達支援一事

例の変容過程に焦点を当てて－琉球大学教育

学部障害児教育実践センター紀要第10号

・2009年３月（金城明美，浦崎武）言葉に遅れの

ある1年児童の少人数指導とかかわり－琉球

大学教育学部障害児教育実践センター紀要第

１０号

・2009年３月（宜保健、読谷村特別支援教育支援

員、浦崎武）大学との連携による特別支援教育

支援員の実践力養成に対する教育行政の取り組
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み琉球大学教育学部障害児教育実践センター

紀要第10号

５．その他の活動

(1)国立大学障害児教育関連施設・センター連絡

協議会について

毎年度、９月に１度、日本特殊教育学会の開

会中に障害児教育関連施設センター連絡協議会

が開かれるが、今年は会場の教室が確保できず

中止となった。

連絡協議会事務局による依頼を受けて公開講

座の講演を行った。

・東京学芸大学公開講座特別支援教育の基礎と

実践講師

タイトル：『関係』性の形成による遊びを通した

発達支援』

日時：６月７日１３時30分～15時00分

会場：東京学芸大学

参加者：６０人

(5)発達研究会

毎月１回、大学院生、現職教員を対象に実践教

育を行う上で基礎となる発達理論を学ぶ会を開い

ている。

(6)定期刊行物の発行

定期刊行物として「障害児教育実践センター紀

要」を発行している。2009年３月には第１０号を発

行した。実践支援セミナーにおける神野秀雄（愛

知教育大学）氏の基調講演資料を掲載した。

(7)研究資料の提供

・トータル支援教室の活動に関することや支援を

受けている子どもたちとの関わりについて報告

し、実践支援セミナーにおいて資料として配布

した。

・実践支援セミナーにおいてトータル支援教室で

行っている企画を学校で活用できるように指導

案にして配布した。

(2)その他の社会的活動

センター専任浦崎武

・名桜大学主催教職員・学生対象講演会

タイトル：『青年期の発達障害の特徴と支援の

あり方』

日時：１月16日（2008）１０時～12時

会場：名桜大学

参加者：３０人

・宜野湾市保育園巡回相談員

依頼期間４月１日～３月31日（2009）

・那覇市教育委員会学習障害児等専門家チーム巡

回支援員

依頼時期５月16日～３月31日（2009）

．特別支援教育体制推進事業島尻地区特別支援

専門家チーム員

依頼機関５月22日、１月19日（2009）

・県教育委員会特別支援教育管理職研修講師

開催日７月３日（那覇教育事務所教頭会)、

８月１日（中頭教育事務所教頭会）

・県教育委員会カウンセリング実践講座（特別

支援教育論）講師

開催日７月11日、18日、２４日、２５日

・鏡が丘養護学校評議員

開催日７月14日、11月25日、１月26日

（2009）

(8)助成金における研究

ｌ）財団法人琉球大学後援財団「教育研究奨励

事業」

・第１回八重山出張支援を財団法人琉球大学後援

財団「教育研究奨励事業」の助成を受けて行っ

た。

事業名：地域発達支援活動および実践支援セ

ミナー－実践トータル支援活動を通

して－

実施期間：１０月31日～11月1日

２）教育学部共同研究推進経費

.第２回八重山主張支援を教育学部共同研究推進

経費により実施した。

事業名：八重山教育事務所との連携による特

別支援教育支援員の実践養成講座の構築

実施期間：３月５日～６日（2009）
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･県教育委員会免許認定講習講師

開催日８月６日

･第３２回九州難聴・言語障害教育研究会分科会

指導助言者

タイトル：『障害児のことばと自我の発達と社

会』性について』

日時：８月８日９時00分～16時30分

会場：残波ロイヤルホテル

参加者：４０人

･特別支援教育コーディネーター・スーパーバイ

ザー養成研修会（教育相談の在り方について）

タイトル：『発達から見た特別支援教育のあり

方』

日時：12月６日１０時～12時

会場：島尻養護学校体育館

･沖縄発達支援研究会保護者部会講師

タイトル：『沖縄の特別支援教育の現状と課題』

日時：１２月16日１０時～12時

会場：南部子ども医療センター

･宜野湾市障害児等審査委員会委員

開催日１月８日（2009）

･明治安田こころの健康財団主催沖縄講座特別

支援教育の今を考えるシンポジスト

タイトル：『沖縄における特別支援教育の現状

講師

開催日８月12日

･島尻地区特別支援連携協議会委員

開催日８月25日、１月19日（2009）

･那覇市教育委員会就学指導委員会委員

開催日９月24日～３月31日

･沖縄特別支援教育研究会記念講演講師

と課題』

時：２月22日(2009)１３時00分～17時00分

日
会

場：カルチャーリーゾート

フェストーネ
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